











学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件
研 究 科 ･専 攻
学 位 論 文 題 目
寺 本 正 明
てら もと まさ あき
工 学 博 士
工 博 第 243号
昭 和 46年 1月 23日
学 位 規 則 第 5条 第 1項 該 当
工 学 研 究 科 化 学 機 械 学 専 攻
気液系反応に関する化学工学的研究
(主 査)
論 文 調 査 委員 教 授 永 田 進 治 教 授 水 科 篤 郎 教 授 江口 弥









第 1編は2章より成 り, 2種のガスが液相に溶解し, 液相でガス同士が反応する気液接触形態をとる場
合について , 各ガスの吸収速度の理論解析およびその実験的検討について述べている｡ 第 1章では非定常
理論 (浸透説) に基づいて2種のガスの反応吸収速度を数値計算により解析し, 両ガスの吸収速度と反応
操作条件の関係を明らかにしている｡ さらに液柱塔および濡壁塔を用いて C0 2 と N H 3 の水中への同時吸
収実験を行ない, その結果が上述の理論とかなり良 く一致することを示している｡ 第 2 章では定常境膜説
に基づいて同時吸収速度を解析し, 液相における各ガスの界面濃度が反応吸収速度に大きな影響を及ぼす
ことを明らかにしている｡ また気液接触面積および液境膜物質移動係数の既知な連続式撹拝槽の自由液面


















葦では, 第 3 章で述べた理論解析をさらに発展させ, 気液両相の流れが理想化された5 つの型の 2 相流反
応装置内で気液逐次反応が進行する場合について両相の混合状態や気液原料物質の供給速度比が選択性お
























































たらしたものであり, 反応装置設計への基礎的指針を与え, 学術上, 工業上寄与するところが少なくな
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い｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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